
中学校・高等学校等で発生しているけがのうち「歯・口」の後遺障害が残る
けがは、中学校では全体の13％、高等学校等では全体の約25％を占めています。

令和3年1月号令和 3年1 月号 中学校・高等学校等向け

【出典】学校事故事例検索データベース

バスケットボール部の
活動中、３対３の練習を
していたところ、リバウ
ンドしたボールが顔面に
当たった。
（高等学校1年・男） 

学校のグラウンドで
硬式野球部の練習中、
内野の守備をしていて、
ボールがイレギュラーし
たためうまくキャッチ
できず、ボールが本生徒
の口唇部を直撃した。
（高等学校３年・男）

休み時間、教室で友人と
遊んでじゃれ合っていた
ところ、相手の足につま
ずき転倒した。その際、
顔面を床に強打した。
（中学校1年・男）

★ こんな事故が起こっています ★★ こんな事故が起こっています ★★ こんな事故が起こっています ★★ こんな事故が起こっています ★

● ルールを守り、危険な行動を
しない。

● お互いに注意しあう。
● 施設や用具の安全点検をして
環境を安全に整える。

● 事故が起こる危険を予測し、
危険を取り除く。

● けがをしてしまったら、応急
手当てをし、抜けた歯を拾って
歯科医院へ受診する。
  （歯は歯の保存液（なかったら
牛乳）に入れて運ぶ。）

けがを防ぐためには
どうしたらいいの？
けがを防ぐためには
どうしたらいいの？
けがを防ぐためには
どうしたらいいの？
けがを防ぐためには
どうしたらいいの？

事例1：バスケットボール 事例2：野球 事例3：休憩時間

・ の を しよう！

歯の障害は食事や会話、顔の表情や印象などに影響し、生活の質（Ｑuality of Life) を低下させてしまいます。

MILK

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/学校安全部



令和 3年1 月号 中学校・高等学校等向け

【出典】スポーツ事故対応ハンドブック
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